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出典：柏原市資料

1. 市内循環バス「きらめき号」における現在の運行状況 
1.1 運行概要 

市内循環バス「きらめき号」は、柏原市が直営で運行、無料で乗車可能であり、市内各地

域と公共施設及び鉄道駅を結ぶルートで循環しています。 

土曜日・日曜日・祝日・振替休日・市役所の年末年始の休日（12月29日から翌年1月3

日）を除き、毎日運行しています。 

運行時間は、概ね8～16時台ですが、路線バス（国分駅前～雁多尾畑間）の廃止代替と

して運行している堅上地域では、通勤・通学及び帰宅時間帯を含む6～18時台で運行して

います。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1 市内循環バス「きらめき号」運行ルート図   
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市内循環バス「きらめき号」はマイクロバス4台と小型車両（ワンボックス）1台の計5

台で運行しています。 

1号車から3号車のマイクロバスは、運行時間によって市内各地域を走行しており、運行

ルートが固定されていません。そのため、一運行あたりの運行距離や時間が長くなってい

ます。 

4号車のマイクロバスは、主に堅上地域とJR高井田駅・国分駅東口を結ぶルートで運行

していますが、午前の一部時間帯には、柏原地域まで運行しています。 

5号車の小型車両（ワンボックス）は、主にマイクロバスが入れない地域を運行しており、

固定ルートで運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 市内循環バス「きらめき号」運行車両 

 

 

 

 

   



 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3 市内循環バス「きらめき号」時刻表（1/5）  
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図 1.4 市内循環バス「きらめき号」時刻表（2/5）  
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図 1.5 市内循環バス「きらめき号」時刻表（3/5）  
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図 1.6 市内循環バス「きらめき号」時刻表（4/5）  
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図 1.7 市内循環バス「きらめき号」時刻表（5/5） 
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1.2 利用実態 
1.2.1 利用者数の推移 

市内循環バス「きらめき号」の乗降者数の推移を見ると、平成19年度（2007年度）か

ら平成23年度（2011年度）にかけて増加傾向を示したのち、平成24年度（2012年度）

から令和元年度（2019年度）にかけて概ね横ばい傾向にありましたが、令和2年度（2020

年度）には新型コロナウイルス感染症拡大による影響により、乗降者数が大きく減少して

います。 

令和2年度（2020年度）以降は、増加傾向となっており、令和5年度（2023年度）の

乗降者数が約188,000人、1日平均乗降者数が約770人/日です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.8 市内循環バス「きらめき号」乗降者数の推移 

 
1.2.2 市内循環バスの利用状況 

市内循環バスの利用の有無は、「1ヵ月に1日以上利用する方（週に1日以上＋2～3週間

に1日＋1ヵ月に1日）」の割合が約20％であり、「利用したことがない」が約49％である。

年齢別でみると、75歳以上は「1ヵ月に1日以上利用する方（週に1日以上＋2～3週間に

1日＋1ヵ月に1日）」の割合が高くなる傾向にあります。 
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順位 停留所名称
乗降者数
（人/日）

乗車人数
（人/日）

降車人数
（人/日）

1号車 2号車 3号車 4号車 5号車 鉄道駅 公共施設

1 国分駅東口 523.2 275.3 247.9 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

2 JR高井田駅 131.6 68.4 63.2 ○ ○ ○ ○ ◎

3 市役所前 70.4 36.0 34.4 ○ ○ ○ ○ ◎

4 老人福祉ｾﾝﾀｰ前 62.1 25.2 36.9 ○ ○ ○ ○ ◎

5 国分駅西口 60.3 22.5 37.8 ○ ○ ○ ◎

6 市立柏原病院前 53.2 24.6 28.6 ○ ○ ○ ○ ◎

7 田辺 53.2 25.9 27.2 ○

8 青山台 39.6 19.9 19.7 ○

9 雁多尾畑 35.2 19.5 15.8 ○

10 玉手浄水場前 30.2 16.3 13.9 ○ ○ ○

11 東春日台 29.4 14.0 15.4 ○

12 市場府営住宅 29.2 15.3 13.9 ○

13 東条 24.1 12.8 11.3 ○

14 小松橋 23.7 13.0 10.7 ○ ○ ○

15 青谷 21.6 9.7 11.9 ○

16 市場集会所（下） 21.5 12.6 8.9 ○

17 文化センター前 19.2 3.8 15.4 ○ ○ ○ ◎

17 国分中学校前 17.3 7.5 9.8 ○

19 歴史資料館前 16.2 4.8 11.4 ○ ◎

20 玉手山公園前 15.4 3.3 12.0 ○ ○ ○ ◎

21 JR柏原駅西口 14.1 7.9 6.2 ○ ○ ◎ ◎

22 玉手山公園南 13.8 7.0 6.8 ○ ○ ○ ◎

23 旭ヶ丘２丁目 13.2 7.2 6.0 ○ ○ ○

24 自立支援センター前 12.8 7.8 5.1 ○ ○ ○ ◎

24 健康福祉センター前 12.1 5.6 6.6 ○ ○ ○ ◎

26 国分図書館前 11.7 4.8 7.0 ○ ◎

27 グリーンタウン 11.2 6.1 5.2 ○

28 円明住宅 11.0 6.3 4.7 ○ ○ ○

29 アクアピア前 10.9 5.5 5.4 ○

30 日の谷口 10.7 6.6 4.1 ○

31 堅上小学校前 10.6 5.4 5.2 ○

32 太平寺 10.1 5.6 4.5 ○ ○ ○

33 片山町 9.4 4.6 4.8 ○ ○ ○

34 柏翠園 9.4 5.5 3.9 ○

35 オリーブ柏原PLUS前 8.9 6.2 2.7 ○ ○ ○

36 五十村橋 8.5 4.2 4.2 ○ ○ ○

37 JA柏原支店前 8.1 3.6 4.4 ○ ○ ○

38 高井田台 6.8 2.4 4.5 ○

39 旭ヶ丘４丁目 6.6 4.3 2.3 ○ ○ ○

40 法善寺橋 6.1 3.2 3.0 ○ ○ ○

41 ジェイテクト前 6.0 3.3 2.8 ○

42 すずらん公園前 5.9 4.6 1.3 ○

42 石川町 5.9 2.5 3.4 ○ ○ ○

44 旭ヶ丘2丁目南 5.1 2.7 2.3 ○ ○ ○

45 平野派出所前 4.7 2.1 2.6 ○ ○ ○

46 青谷西 3.8 2.5 1.3 ○

47 大県３丁目 3.8 1.8 2.0 ○ ○ ○

48 高井田公園前 3.7 2.3 1.4 ○ ○ ○ ○

48 国豊橋北詰 3.4 0.7 2.7 ○ ○ ○ ○

50 国分出張所前 3.2 0.0 3.2 ○ ◎

50 平野 3.0 1.6 1.4 ○ ○

52 山ノ井 2.5 1.5 1.0 ○ ○ ◎

53 高井田東 2.5 1.2 1.3 ○

54 田辺１丁目 2.5 2.1 0.3 ○

54 本郷中 2.0 1.2 0.8 ○ ○ ○

56 柏原警察署前 1.6 1.1 0.5 ○ ○ ○

56 サンヒル柏原前 1.5 0.6 0.8 ○ ◎

58 大和川親水公園入口 1.2 0.4 0.8 ○

59 亀の瀬橋 0.3 0.2 0.2 ○

60 国分本町3丁目 0.1 0.1 0.0 ○

- 合計 1,545.0 772.5 772.5 - - - - - - -

1.2.3 乗降場所別乗降者数 
市内循環バス「きらめき号」の乗降場所別乗降者数を見ると、国分駅東口が約523人/日

と最も多く、次いでＪＲ高井田駅が約132人/日、市役所前が約70人/日、老人福祉センタ

ー前が約62人/日、国分駅西口が約60人/日、市立柏原病院前が約53人/日です。 

鉄道駅や公共施設がある停留所が上位を占めています。 

表 1.1 乗降場所別乗降者数（令和 5 年度（2023 年度）1 日平均） 
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1.2.4 OD＊集計 
車載AIカメラによるデータによるＯＤを見ると、ＪＲ高井田駅→国分駅東口が約16人/

日と最も多く、次いで国分駅東口→ＪＲ高井田駅が約11人/日、国分駅東口→田辺が約9人

/日、国分駅東口→老人福祉センター前が約8人/日です。 

国分駅東口を起終点とした利用が多くを占めています。 

国分駅東口⇔ＪＲ高井田駅間の利用が上位を占めており、鉄道間（ＪＲ大和路線⇔近鉄

大阪線）の乗継利用が想定されます。 

 
表 1.2  OD 集計（上位 30 位） 

（令和 4 年（2022）11 月～令和 5 年（2023 年）10 月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊OD とは、利用者毎の乗車地（O：Origin）と降車地（D：Destination）がわかるデータの

ことを示す。 

   

起点 終点

1 JR高井田駅 国分駅東口 15.5

2 国分駅東口 JR高井田駅 11.0

3 国分駅東口 田辺 8.6

4 国分駅東口 老人福祉センター前 7.4

5 市役所前 国分駅東口 6.7

6 国分駅東口 市役所前 6.6

7 国分駅東口 市立柏原病院前 5.4

8 市場府営住宅 国分駅東口 5.3

9 田辺 国分駅東口 5.2

10 国分駅東口 文化センター前 5.0

11 青山台 JR高井田駅 4.8

12 国分駅東口 市場府営住宅 4.7

13 市場集会所(下) 国分駅東口 4.5

14 市立柏原病院前 国分駅東口 4.3

14 老人福祉センター前 国分駅東口 4.3

16 国分駅東口 国分駅東口 4.2

17 国分駅東口 青山台 4.0

18 国分駅東口 東春日台 3.4

19 小松橋 国分駅西口 3.2

20 雁多尾畑 JR高井田駅 3.0

21 青山台 国分駅東口 2.8

21 JR高井田駅 青山台 2.8

23 市立柏原病院前 老人福祉センター前 2.5

24 国分駅東口 市場集会所(下) 2.4

24 国分駅東口 小松橋 2.4

26 国分駅東口 歴史資料館前 2.3

26 東春日台 国分駅東口 2.3

27 東条 国分駅東口 2.2

28 JR高井田駅 歴史資料館前 2.0

28 国分駅東口 玉手山公園前 2.0

30 グリーンタウン 国分駅東口 1.9

利用区間
順位

利用者
（人/日）

出典：柏原市資料
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1.2.5 積み残し＊発生状況 
市内循環バス「きらめき号」運行時に積み残しが発生するケースが見受けられます。 

運行日に対して積み残しが発生する日の割合をみると、年間運行日（令和4年度は243

日）に対して約31％（76日）を占めます。月別で見ると、5月、7月及び11月では積み残

し発生日の割合が40％以上を占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.9 運行日に対する積み残し発生日の割合（令和 4 年度（2022 年度）実績） 

 
＊積み残しとは、市内循環バス「きらめき号」が定員オーバーにより、利用者の乗車をお断り

せざる得ない事象が発生した場合のことを示す。 

 
   

出典：柏原市資料
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※グラフ中の（n=00）は市内循環バス「きらめき号」の運行日を示す。
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積み残しが発生した回数（定員オーバーにより、利用者の乗車をお断りせざる得ない事

象が発生した回数）を運行車両別で見ると、3号車2回目が30回と最も多く、次いで2号車

1回目が21回、1号車1回目が19回、5号車1回目が15回となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.10 運行車両別積み残し発生回数（令和 4 年度（2022 年度）実績） 

 
積み残しが発生した回数（定員オーバーにより、利用者の乗車をお断りせざる得ない事

象が発生した回数）を停留所別で見ると、国分駅東口が44回と最も多く、次いで市場集会

所（下）が15回、国分駅西口が10回、旭ヶ丘4丁目及び田辺がともに9回、小松橋が7回

です。 

乗降者数が多い国分駅東口をはじめ、国分地域及び柏原地域の高井田周辺の中間停留所

において、積み残しが発生しています。 

表 1.3 停留所別積み残し発生回数（令和 4 年度（2022 年度）実績） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   

出典：柏原市資料
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４
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回
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２
回
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３
回
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４
回
目

１
回
目

２
回
目

３
回
目

４
回
目

１
回
目

２
回
目

３
回
目

４
回
目

1号車 2号車 3号車 4号車 5号車

積
み

残
し

発
生

回
数

（
回

/年
度

）

令和 4 年度（2022 年度）
積み残し発生回数 

108 回 

出典：柏原市資料

（単位：回/年度）

停留所名称
積み残し
発生回数

1号車 2号車 3号車 4号車 5号車

国分駅東口 44 5 1 31 7
市場集会所（下） 15 15
国分駅西口 10 10
旭ヶ丘4丁目 9 9
田辺 9 9
小松橋 7 7
五十村橋 3 1 2
ＪＲ高井田駅 2 1 1
高井田公園前 2 2
グリーンタウン 1 1
旭ヶ丘２丁目 1 1
高井田東 1 1
国豊橋北詰 1 1
市役所 1 1
青山台 1 1
田辺1丁目 1 1

合計 108 20 22 40 2 24
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70,842
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（
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元
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（
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1
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令
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2
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）
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年
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4
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令
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人件費 車両維持費 燃料費

年度

年
度

別
運

行
経

費
（千

円
/年

度
）

1.3 運行経費の財政負担状況 
1.3.1 運行経費の推移 

市内循環バス「きらめき号」の運行経費の推移を見ると、平成22年度（2010年度）か

ら令和2年（2020年度）は概ね横ばい傾向でしたが、令和3年度（2021年度）以降は、

専任の乗務員が増員となったため、増加傾向にあります。さらに、令和4年度（2022年度）

には、バスロケーションシステムの車載に係る費用が発生したため、運行経費が増加して

います。 

運行経費の内訳を見ると、各年度ともに概ね人件費が8割以上を占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.11 市内循環バス「きらめき号」運行経費の推移 

 
1.3.2 市がバスの運行経費を負担することについて 

バスを維持・充実させるために、市が運行経費を負担することについては、住民アンケ

ートでの回答者の約8割が容認しています。また、勢圏内及び勢圏外ともに大きな違いは見

受けられません。また、柏原市がバスの運行経費を負担する金額については、「どちらとも

いえない」の割合が約53％と最も高く、次いで「高く感じる（高く感じる＋どちらかとい

えば高く感じる）」が約40％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

出典：柏原市資料

市が経費を負担することに容認 

80.5％ 

17.1%

18.7%

16.1%

63.4%

61.7%

64.4%

19.5%

19.6%

19.4%

0% 50% 100%

全体（n=1185）

勢圏内（n=460）

勢圏外（n=725）

当然だと思う 仕方がない 反対

●バスを維持・充実させるために 

市が運行経費を負担することについて 

●柏原市がバスの運行経費を 

負担する金額について 

高く感じる

18.3%

どちらかといえば

高く感じる

21.2%

どちらとも

いえない

52.8%

どちらかといえば

安いと感じる

6.0%

安いと感じる

1.7%

(n=1170)

高く感じる

18.3％ 

どちらとも

いえない

52.8％ 

どちらかといえば

高く感じる 

21.2％ 

出典：住民アンケート 

（令和 6 年（2024 年）3 月実施）

出典：住民アンケート 

（令和 6 年（2024 年）3 月実施） 
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1.4 利用者のニーズ 
令和6年（2024年）3月に実施したバス利用者アンケートにおける利用者のニーズ等を

以下に示します。 

 

1.4.1 市内循環バス「きらめき号」利用者の状況 
利用者アンケート回答者の年齢構成は、「65歳以上」が約8割、「75歳以上」が約6割を

占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4.2 利用目的と主な行き先 
市内循環バスの利用目的は、「買い物」が4割以上と最も多く、次いで「通院」が2割以

上、「通勤・通学」が1割以上です。 

主な行き先は、買い物目的では河内国分駅及び柏原駅周辺のスーパー、通院では市立柏

原病院が最も多く、河内国分駅や柏原駅周辺の医療施設も見受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

24歳以下

2.2%

25歳～34歳

1.6%
35歳～44歳

1.9%

45歳～54歳

3.4%

55歳～64歳

10.0%

65歳～69歳

8.8%

70歳～74歳

12.2%

75歳以上

59.9%

（n=319）

75 歳以上 

59.9％ 

70 歳～75 歳

12.2％ 

65 歳～69 歳

8.8％ 

65 歳以上：80.9％ 
75 歳以上：59.9％ 

通勤・通学

14.1%

買い物

43.6%

通院

21.8%

娯楽・レジャー

8.0%

その他

12.6%

（n=326）

通勤・通学 

14.1％ 

通院 

21.8％ 

買い物 

43.6％ 

●回答者の年齢 

●利用目的 ●主な外出先 
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1.4.3 利用頻度 
主な外出先への外出頻度を年齢別にみると、いずれの年齢でも7割以上が「週に1日」以

上の頻度で利用している。ほぼ毎日利用している「週に4～5日」の割合は、65歳未満で多

くなっています。 

外出目的別にみると、「通勤・通学」目的では「週に2～3日」以上が100%を占めてい

る。「買い物」目的では、9割以上が「週に1日」以上の頻度で利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4.4 市内循環バス「きらめき号」の満足度 
市内循環バスの満足度（満足+どちら

かといえば満足）の割合は約80%とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

   

27.0%

37.1%

27.7%

23.4%

42.1%

35.5%

33.8%

47.3%

11.9%

4.8%

15.4%

13.0%

5.1%

3.2%

9.2%

4.3%

1.9%

1.6%

2.7%

10.6%

17.7%

7.7%

9.2%

1.3%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=311）

65歳未満

（n=62）

65歳～74歳

（n=65）

75歳以上

（n=184）

週に4～5日 週に2～3日
週に1日 2週間に1日
3週間に1日 1ヵ月に1日
今回はじめて利用した

週に 1 日以上 

27.0%

70.5%

26.7%

4.4%

16.0%

26.3%

42.1%

29.5%

55.6%

30.9%

44.0%

28.9%

11.9%

11.9%

20.6%

12.0%

10.5%

5.1%

3.0%

10.3%

8.0%

7.9%

1.9%

0.7%

5.9%

2.6%

10.6%

2.2%

26.5%

12.0%

21.1%

1.3%

1.5%

8.0%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（n=311）

通勤・通学
（n=44）

買い物
（n=135）

通院
（n=68）

娯楽・レジャー
（n=25）

その他
（n=38）

週に4～5日 週に2～3日
週に1日 2週間に1日
3週間に1日 1ヵ月に1日
今回はじめて利用した

満足

46.3%

どちらかと

いえば満足

36.1%

どちらとも

いえない

7.1%

どちらかと

いえば不満

7.4%

不満

3.0%

（n=296）

どちらかと

いえば満足

36.1％ 

満足 

46.3％

満足 
（満足+どちらかと

いえば満足） 

82.4％ 

●主な外出先への利用頻度（年齢別） ●主な外出先への利用頻度（外出目的別） 

●市内循環バス「きらめき号」の満足度 
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目的地まで遠回りせずに行くことができる1

地域内をくまなくバスが巡回している2

バスのルートや運行頻度3

バスが遅れることなく目的地へ行ける4

目的地までバスで安全に行ける5

市内循環バス「きらめき号」同士の乗継利用6

鉄道（JRや近鉄）との乗継利用7

始発便の運行時間帯8

終発便の運行時間帯9

1日の運行便数10

自宅からバス停までの距離11

降りたバス停から行き先までの距離12

乗降場所にベンチ・屋根等がある13

路線,時刻表の案内の見やすさ・わかりやすさ14

バスの乗り降りのしやすさ15

乗務員の接客態度16

1.4.5 市内循環バス「きらめき号」での移動に対する改善要望 
改善項目の満足度と重要度をみると、満足度が低く重要度が高い「優先して充実が求め

られる項目」として、バスのルート、運行本数、乗降場所の待合環境などが挙がっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4.6 許容乗り換え回数 
バス利用時に乗り換え可能な回数は、

「乗り換えは許容できる」がバス利用者

の7割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1
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3

4

5

6

7

89

10 11

12
13

14 15

16

←低い    満足度    高い→ 

←
低

い
 

 
 

 
重

要
度

 
 

 
 

高
い

→
 

優先して充実が

求められる項目 

乗り換えはしたくない

（遠回りして時間がか

かっても目的地まで直

通が良い）

24.9%

1回まで

55.7%

2回まで

11.5%

3回まで

0.0%

回数はあまり

気にしない

7.9%

（n=305）

1 回まで

55.7％

2 回まで

11.5％

3 回まで

0.0％ 乗り換えはしたくない

回数はあまり

気にしない

7.9％ 

乗り換えは 

許容できる

75.1％ 

●市内循環バス「きらめき号」の移動に対する満足度と重要度 

●許容可能な乗り換え回数 
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1.5 交通空白地の状況 
1.5.1 考え方 

交通空白地は、一般的には国が「交通に対する基本的な需要が適切に充足される地域」

として定めた鉄道駅勢圏及びバス停勢圏から外れた地域とされています。 

本市における交通空白地については、「都市構造の評価に関するハンドブック」（平成

26年8月 国土交通省都市局都市計画課）に記載されている基準を参考に、鉄道駅勢圏

（800m）及びバス停勢圏（300m）を設定し、検討を行いました。 

 

1.5.2 交通空白地の状況 
本市における交通空白地は、柏原地域の本郷周辺、国分地域の円明町及び旭ヶ丘周辺、

堅上地域の雁多尾畑及び本堂周辺において見受けられます。なお、今回設定した鉄道駅勢

圏（800m）及びバス停勢圏（300m）の圏域内においても、道路勾配、線路、河川等の

地形的な要因により、高齢者等にとっては、公共交通を利用しづらい地域も存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.12 柏原市における交通空白地の状況  

雁多尾畑 

本堂

本郷 

円明町 

旭ヶ丘 
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2. 市内循環バス「きらめき号」の課題 
市内循環バス「きらめき号」を取り巻く現状を踏まえた課題について、以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 市内循環バス「きらめき号」を取り巻く現状を踏まえた課題 

 
 
   

① 長大路線が多く、過密なダイヤ設定に
より、乗務環境が厳しく、かつ道路交
通事情等による遅延が発生した場合、
遅延回復が困難な状況 

① ルートの距離が長く、過密なダイヤ設
定による乗務環境の負荷の大きい状況
にあるため、操車効率の改善を図る運
行形態の構築が必要

② ルートが固定されておらず、利用者に
わかりづらいルート・行き先 

③ 近鉄国分駅（東口・西口）、JR 高井田
駅、市役所、老人福祉センター、市立柏
原病院の拠点を起終点とした利用が多
い 

④ 利用者の外出目的は「買い物」及び「通
院」が多い 

⑤ 運行区間や時間帯によって、利用者が
集中し積み残しが発生あるいは少ない
区間がある 

⑤ 地域のニーズや実情を踏まえた公共交
通体系の構築が必要 

② わかりやすいルート設定が必要 

③ 市内の各地域と公共施設をはじめとし
た市内の拠点をアクセスできるネット
ワークの構築が必要 

④ 「買い物」や「通院」等の外出目的に適
したネットワークの構築が必要 

市内循環バス「きらめき号」を取り巻く現状 市内循環バス「きらめき号」の課題 

⑥ 市内循環バス「きらめき号」の乗り入
れ困難な地域での交通空白地の存在す
る 

⑥ 交通空白地における移動手段の確保に
向けた対応が必要 
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3. 市内循環バス「きらめき号」見直し案 
3.1 市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方 

市内循環バス「きらめき号」に関する課題から市内循環バス「きらめき号」見直しの考え

方を以下の3つの方針の通り整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 市内循環バス「きらめき号」に関する課題を踏まえた見直しの考え方 

   

方針① 
  公共施設との連携とともに日常生活に

即した運行サービスの提供 

方針② 
   市内循環バス「きらめき号」のわかりや

すさの向上 

方針③ 
   持続可能な運行形態・サービスの提供 

市内循環バス「きらめき号」の課題 市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方

① ルートの距離が長く、過密なダイヤ
設定による乗務環境の負荷の大きい
状況にあるため、操車効率の改善を
図る運行形態の構築が必要 

⑤ 地域のニーズや実情を踏まえた公共
交通体系の構築が必要 

③ 市内の各地域と公共施設をはじめと
した市内の拠点をアクセスできるネ
ットワークの構築が必要 

④ 「買い物」や「通院」等の外出目的に
適したネットワークの構築が必要 

② わかりやすいルート設定が必要 

⑥ 交通空白地における移動手段の確保
に向けた対応が必要 

・ ルートを再編することで、分かりやすく、
かつ効率的な運行形態を実現 

・ 各地域から最寄りの拠点へのアクセスを
確保 

・ 公共施設へのアクセスを確保 
・ 需要規模に応じた交通モードによるサー

ビス提供 
・ 財政負担が現状水準を大幅に上回ること

がないように見直しを実施 
・ 乗降時の安全性向上のため、横断歩道や

交差点に近接する乗降場の安全性確保対
策を実施 

見直しにあたっての前提条件 
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図 3.2 市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方  

方針① 市の政策との連携とともに日常生活に即した運行サービスの提供 

方針② 市内循環バス「きらめき号」のわかりやすさの向上 

方針③ 持続可能な運行形態・サービスの提供 

・ 都市計画マスタープランの「将来都市構造」の実現及び公共施設等再編整備基本計画の再編

整備プラン等の市の政策を踏まえつつ、市民や利用者からニーズが高い施設を結ぶルート

について、効率性の観点も踏まえながら設定する 

・ 効率性の観点も踏まえると、一つのルートで結ぶ施設には限界があるため、他の施設にもで

きるだけ負担なく移動できるよう、市内循環バス間での乗り継ぎに伴う移動距離、ダイヤ接

続、待ち空間等の観点から、利便性向上を図る 

・市内循環バス「きらめき号」が運行するコースの効率化を図るとともに、簡素でわかりやす

い運行ルートを創設することで、「使える公共交通」かつ「わかりやすい公共交通」へ転換

する 

・わかりやすく・利用しやすい公共交通の利用環境の構築を図る 

・地域の実情に適した交通モードの導入により、利用しやすく持続可能な交通体系を実現する

・財政負担が現状水準を大幅に上回ることがないよう、効率的・効果的な運行を行う 

・市民をはじめより多くの方に利用してもらうため、PR、意識啓発等の利用促進を図る 

道路幅員が狭小でバスが

乗り入れ困難な地域での

対応も検討 
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3.2 見直し案の概要 
3.2.1 ルートの設定案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3 ルートの設定案の概要   

１号車 

２号車 

３号車 

４号車 

５号車 

・ 主に柏原地域内と国分
西地域内を不規則に循
環し、市立柏原病院・
市役所・国分駅東口・
老人福祉センター等の
拠点間を運行 

・ 主に国分東地域内と国
分駅東口間を不規則に
循環し、一部の便は市
立柏原病院・市役所・
老人福祉センター等を
運行 

・ 主に堅上地域内と国分
駅東口間を運行し、一
部の便は市立柏原病
院・市役所・老人福祉
センター等を運行 

・ 国分東地域内のバス乗
り入れ困難な地区と国
分駅東口間を運行 

南北ルート 

柏原ルート 

国分東ルート 

堅上ルート 

ミニルート 

国分西ルート 

・ 市立柏原病院・ＪＲ柏原駅・
市役所・JR 高井田駅・（仮
称）市民交流センター・国分
駅東口の拠点間を運行 

・ 柏原地域内と市立柏原病院・
ＪＲ柏原駅・市役所の拠点を
運行 

・ 堅上地域内と国分駅東口間
を運行し、JR 高井田駅・市民
交流センター・国分駅東口の
拠点間の輸送力確保も担う 

・ 国分西地域内と国分駅東口
の拠点を運行 

・ 国分東地域内と国分駅東口・
JR 高井田駅の拠点を運行 

・ 国分東地域内のバス乗り入
れ困難な地区と国分駅東口
間を運行 

現 況 見直し案 

 

・ これまでの 1 号車から 4 号車が、市内の各地域を不規則に循環する運行を市内の拠

点間を結ぶ基幹ルート及び各地域と最寄拠点を結ぶルートに再編 

・ 目的地までの所要時間の短縮を図るとともに、道路交通事情による大幅な遅延への

影響を小さくするために、各ルートを短く設定 

・ ルートは、以下の 6 ルート及び堅上地域において新たな交通システムを導入 

・南北ルート及び柏原ルートにより、市立柏原病院・ＪＲ柏原駅・市役所の拠点間の輸

送力を確保 

・南北ルート及び堅上ルートにより、JR 高井田駅・市民交流センター・国分駅東口の

拠点間の輸送力を確保 

・国分西ルート、国分東ルート及びミニルートは、各地域と国分駅東口の拠点間を運行

・柏原地域に「柏原中学校南」停留所を新設 

・国分東ルートは、「亀の瀬地すべり歴史資料室前」停留所を新設 
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図 3.4 見直し案のルート設定案 

見直し案 

現 況 

道路幅員が狭小でバスが乗り入れ困難な

地域での新たな交通システム導入にむけ

た実証実験を実施した（令和 6 年（2024

年 11 月～令和 7 年（2025 年）1 月）
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堅上地域（本堂・横尾・雁多尾畑）～ＪＲ高井田駅・国分駅東口

3.2.2 ダイヤ設定案 
わかりやすいルート設定を基本とし、各ルートで分割して運行することで道路交通事情

による遅延への影響を小さくするダイヤ案を以下に示します。 

国分駅東口と柏原地域（市役所前・市立柏原病院前・JR柏原駅西口）を結ぶ柏原ルート

を概ね1本/時確保し、各ルートとの接続（国分駅東口での乗り換え）も考慮します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

：南北ルート

：柏原ルート

：堅上ルート

：国分西ルート

：国分東ルート

：ミニルート
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表 3.1 各ルートのダイヤ設定案（1/3） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

25 

0 :00

0:00

：概ね30分以内で南北ルート
 との乗り換え・乗り継ぎ

：概ね60分以内で南北ルート
 との乗り換え・乗り継ぎ

表 3.2 各ルートのダイヤ設定案（2/3） 
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0 :00

0:00

：概ね30分以内で南北ルート
 との乗り換え・乗り継ぎ

：概ね60分以内で南北ルート
 との乗り換え・乗り継ぎ

表 3.3 各ルートのダイヤ設定案（3/3） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※きらめき号ミニルートは現在のダイヤ（5 号車）を想定 
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（単位：便/日）

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

国分駅東口方面 - - 1 1 1 1 1 1 1 1 - 8

JR柏原駅西口方面 - - 1 1 1 1 1 1 1 1 - 8

柏原ルート 柏原地域内循環 - - 1 1 1 1 1 1 1 - - 7

国分駅東口方面 1 1 1 1 1 1 1 1 8

雁多尾畑方面 1 1 1 1 1 1 1 1 8

国分西ルート 国分西地域内循環 - - 1 1 1 1 1 1 1 1 - - 8

国分東ルート 国分東地域内循環 - - 1 2 1 1 1 1 - - 7

市場府営住宅方面 1 1 1 1 2 1 1 1 9

グリーンタウン方面 1 1 1 1 4

大和川親水公園前方面 1 1 2

すずらん公園方面 1 1 2

※南北ルート（JR柏原駅西口方面）の17時台は、国分駅東口・JR高井田駅→市役所前止

（単位：便/日）

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

- - 2 0 2 1 1 2 2 1 1 2 1 15

- - 2 1 3 3 2 4 2 4 3 2 2 28

- - 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 14

- - 2 1 3 3 2 4 2 4 3 2 2 28

- - 1 - 1 1 1 1 1 1 1 - - 8

- - - 1 1 1 1 1 1 1 - 1 - 8

※令和8年度から市民交流センターとして開館予定

堅上ルート

ルート 方面
時間帯（時）

合計

南北ルート

ミニルート

方面
時間帯（時）

合計

国分駅東口→（JR高井田駅経由）→

　サンヒル柏原※

JR高井田駅→

　サンヒル柏原※

サンヒル柏原※→
　（JR高井田駅経由）→国分駅東口

サンヒル柏原※→
　JR高井田駅

JR柏原駅西口・市立柏原病院前

　・市役所前→サンヒル柏原※

サンヒル柏原※→市役所前
　・市立柏原病院前・JR柏原駅西口

3.2.3 各ルートにおける運行便数 
わかりやすいルート設定をもとに、各ルートで分割して運行することで、現行のサービ

スを概ね維持できる地域とサービス水準が低下する地域が発生します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

2
8

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.5 現在と見直し案における運行便数の比較 
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令和9年度
（2027年度）

令和8年度
（2026年度）

令和7年度
（2025年度）

市内循環バス
路線再編

路線再編に基づく運行

市内循環バス「き
らめき号」見直し
計画に基づく実施
計画の策定

公共施設等再編整備基本計画の
再編整備プランに基づく市民交
流センターの供用に合わせた路
線再編の実施

3.2.4 見直し実施のスケジュール 
令和７年度（2025年度）は、市内循環バス「きらめき号」見直し計画に基づき、市内循

環バス「きらめき号」路線再編の実現に向け、詳細な検討を行い、スムーズな路線再編実施

を図る実施計画の策定をします。 

令和8年度（2026年度）の公共施設等再編整備基本計画の再編整備プランに基づく市民

交流センターの供用に合わせ、市内循環バス「きらめき号」の路線再編を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6 見直し実施のスケジュール 
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